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五
月
二
十
九
日
（
日
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
た
か
ら
の
や
ま
久
瀬
お
よ
び
流
域
の
漁
協
の
主
催
で
、
揖
斐
川
本
流
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
八
時
か
ら
揖
斐
川
本
流
お
よ
び
粕
川
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
一
斉
に
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
参
加
し
、
川
原
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を

拾
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
の
あ
と
、
参
加
者
に
よ
り
鮎
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
九
日
（
日
）、
交

通
安
全
協
会
谷
汲
支
部
役
員

二
十
九
名
で
、
谷
汲
内
の
交
通

安
全
施
設
な
ど
の
点
検
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
交
差
点
付
近

の
視
覚
確
保
の
た
め
の
除
草
作

業
や
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
塗
装

作
業
、
角
度
調
整
を
行
い
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
通
行

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
内
の
各
地
区
の
方
々
に
よ
り

清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
使
う
道
や
施
設
の
周
辺
を
清
掃

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
訪
れ
る
観
光
客
が

気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
つ
か
れ
さ
ま

で
し
た
。

　

今
回
情
報
を
頂
い
た
活
動
の
み
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
で
清
掃
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
活
動
に
よ
っ
て
き
れ
い
な
ま
ち

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
久
瀬
日
坂
地
区
清
掃
奉
仕

　

六
月
五
日
（
日
）
に
日
坂
地
区
で
県
道
・

町
道
の
清
掃
奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
は
三
十
年
ほ
ど
前
か
ら
毎
年

こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
区
の

住
民
約
百
三
十
人
が
参
加
し
て
、
道
路
沿

い
の
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
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検
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春
日
地
域
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

五
月
二
十
九
日
（
日
）
春
日
地
区
に
お

い
て
住
民
総
参
加
で
、集
落
内
や
町
道
、農
・

林
道
、
県
道
な
ど
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
朝
七
時
三
十
分
頃
か
ら
一
斉
に

清
掃
活
動
が
始
め
ら
れ
、
落
ち
葉
や
ゴ
ミ

な
ど
で
汚
れ
て
い
た
道
が
と
て
も
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

藤
橋
城
付
近
清
掃
奉
仕
活
動 

　

五
月
二
十
三
日
（
月
）
藤
橋
老
人
ク
ラ

ブ
協
議
会
の
六
十
四
名
が
参
加
し
、
藤
橋

城
付
近
の
清
掃
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
奉
仕
活
動
は
、
平
成
五
年
か
ら

イ
ベ
ン
ト
「
藤
橋
ど
ん
ど
ん
」
の
来
客
者

へ
の
、
観
光
地
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
始
め
ら
れ
た
奉
仕
活
動
で

す
。

川原の清掃（岡島橋下流）

川原の清掃（久瀬地内）

拾ったゴミを分別

日坂地区の清掃

藤橋城周辺を清掃

県道春日揖斐川線（春日川合地区）

林道日坂線（春日美束足立地区）
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